
【地域住民からみた地域の状況】
・古い歴史を持った地域と新興地域とが融合した活動ができている
・Ｕターン家族が多く、新興住宅地の子どもは増えている
・地区の役員にアンケートをとったところ、92％の人が環境に恵まれており、住みやすい
と感じている ・自主防災組織があり、防災への意識が強い

・ゴミ出しに困っている人を地域の人が助けるなど、地域の人間関係がよい
・アップダウンが多くウォーキングに適した地形 ・犯罪が少ない
・新しく道ができて便利になった
・自治会ごとに子ども会が活発に活動している

・公共交通機関の運行が少ない
・店舗、医療機関が少ない
・土砂災害の危険箇所が多い
・獣害問題
・上下水道が自己管理

・高齢者の割合が高い地域（70才以上が 18%）である
・独居高齢者の孤立
・公共交通機関が少ない（本数、運行時間）
・店舗が少なく、買い物に不便を感じている
・各種団体役員の後継者不足

構成団体 地区民協・公民館・分館・小学校・中学校・社会福祉法人・地域代表者会
消防団・中央農協・自治会・駐在所・高齢クラブ・PTA・まちづくり協議会

主な取り組み 活動内容

サロン活動の支援 いきいきサロン 7ヶ所と地域交流サロン 1ヶ所の活動が充実し、サロ
ン同士の繋がりが深まるように支援を継続して行っています。

ふれあい交流会 毎年、小学校低学年の児童と高齢者がスポーツやそうめん流し、ピザ
作りの交流会を通じて親睦を深めています。

各種団体との連携 避難所開設時の支援や地域行事への参加協力など、地区内の各種団体
と連携し活動の強化を図っています。

■地区民協
民生委員
主任児童委員

11名
2名

■町内会・自治会・区長会等 13団体
■高齢クラブ 2クラブ
■子ども会 0団体

■まち協の設立 平成 29年度 ■自主防災組織 12組織

伊
い

台
だ い

地区
面 積：12.45 km²
人 口：6,353人（高齢化率 27.6％）
世帯数：2,654世帯

【地区の特色】
伊台地区は、松山市の北東に位置する標高約 150mの盆地である。今でもたくさんの自然が残

っており、野菜や果樹等の生産が盛んである。また「薄墨桜（うすずみざくら）」のある西法寺、
本村天神社等数多くの史跡がある。市内からも近いため、松山市のベッドタウン的性格を持ってお
り、地区外からの転入も多い。

薄墨桜

買い物弱者等支援事業 （毎月第 2日曜日）
交通の不便解消の為、福祉工房いだい清風園（障がい者支援施

設）と協働で毎月第 2日曜日に高齢者・障がい者等を対象に、買
い物支援を行っています。清風園のバスを活用し、市内のスーパー
で買い物をしたり昼食をとるなど、参加者同士の交流にも繋がって
います。

伊台地区社会福祉協議会

＜地区社協が目指すもの＞
「楽しく、笑顔のある町、安らぎと思いやりのある町」を目指して、まちづくり協議会、公民館

などその他関係機関と協力しながら、薄墨桜祭り、校区大運動会、秋祭りなどを通じて、旧住民と
新興団地住民の交流を深めています。
さらに、サロン活動を通じて高齢者の介護予防に努めたり、地区の高齢者・障がい者の支援を目

的に、買い物弱者等支援事業を福祉施設と協働で実施するなど、各種福祉サービスを通じて地域
の福祉促進に努め、住み良いまちづくりを目指しています。
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伊台地区の活動の魅力は、「新旧の住民の交流」と「社会資源との協働」です。一般的に
は、旧住民と新興団地住民の関係性は課題として挙げられることが少なくないですが、伊台
地区は乗り越えています。また、社会福祉法人等の福祉施設の地域貢献として、高齢者等の
買い物支援といった日常的な生活支援が既に実現しており、７月豪雨災害を教訓として、今
後、地域で取り組もうとしている避難行動及び避難所開設の訓練や仕組みづくりにも福祉
施設等の協働が進められています。地区社協の構成団体が互いの強みを持ち寄った活動を
継続することで、さらに住民が「安らぎと思いやりのある町」と実感する地区になることが
期待できます。



＜『地域カルテ』の見方＞

①地区の概要
・面積、人口、世帯数、高齢化率は松山市地区別推計人口、また、年齢階層別人口は松山市地
区別年齢別住民基本台帳登録の平成 年４月１日現在のデータを記載しています。

・地区の特徴は松山市公民館連絡協議会ホームページを参考にしています。

②地域住民からみた地域の状況
・研修会のワークショップや会議の意見として、地区社協関係者や民生委員・児童委員をはじ
めとする地域住民の方々から出された内容をまとめて記載しています。

③地区社協の概要と取り組み
・平成 年度現在の各地区社協の活動状況及び地区社協が目指すものを記載しています。

④地区内関係団体データ
■地区民協 平成 年４月１日現在の定数
■まち協の設立 平成 年 月１日現在の設置状況
■町内会等 平成 年度町内会等状況調査（基準日：平成 年 月１日）
■高齢クラブ 松山市高齢クラブ連合会登録数（平成 年 月 日現在）
■子ども会 平成 年度松山市子ども会連合会加入数
■自主防災組織 自主防災組織 地区別結成状況（平成 年 月 日現在）

⑤地域福祉推進のポイント
・聖カタリナ大学 教授 恒吉和徳氏をはじめとする学識経験者の皆様から地域福祉推進に向け
たコメントをいただいております。
《ご協力いただいた聖カタリナ大学の先生方》
教授 田中顕悟氏、准教授 村岡則子氏、准教授 釜野鉄平氏、助教 近藤益代氏

②地域住民からみた
地域の状況

①地区の概要

③地区社協の
概要と取り組み

⑤地域福祉推進の
ポイント

④地区内関係団体データ

掲載情報は随時、追加・更新し、
各地区の地域福祉推進に

活用していきます！
『地域カルテ』とは
日常生活における不安や悩み、生活課題が複雑化する中、私たちが安心して暮らせるまちづくり

に取り組むためには、まずは自分たちが生活する地域を知ることが必要です。自分たちの地域が今
どのような状況にあるのか、いわゆる地域の健康状態の記録（カルテ）を作成することで、その時々
の自分たちの地域の強みや弱みを把握するとともに、地域の魅力や課題を共有することにより、住
民の地域福祉活動への参加意識の醸成と今後の活動の活性化につなげることが可能となります。今
後は小地域ごとに様々な視点から、より詳細な地域分析を行い、それらをもとに地域の特性に応じ
たまちづくりに取り組んでいくものです。
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【地域住民からみた地域の状況】 

 

・地域の行事等の参加者が多い  
・地域がまとまりやすい 
・顔を見るだけで誰かわかる関係ができている  
・自然がいっぱい ・たけのこがおいしい 
・市内中心部まで近い ・生活がしやすい 
・家賃が安い  
・出合い（伝統的な近隣の助け合いのしくみ）がある 

 

・老々介護人口が増えている ・子どもが減っている 
・個人情報の問題があり、家庭に入りにくい 
・交通が不便である ・バスの便が少ない ・バス停までが遠い 
・空き家、空き地が増えている 
・坂道が多く、高齢者にはしんどい  
・人を集めるのが大変 ・獣害被害  
・出合いの活動が年約 10回と少なくなった 

 
 

・独居高齢者が増え、高齢化率が進んでいる  
・60歳以下の人が少ない（日浦地区） 
・公共交通機関が少ない（バスの便が少ない） ・運転免許がないと生活できない 
・地域によっては、生活関連施設や医療、福祉関連施設がない 
・防災に関する不安（避難所に行くまでの不安、避難所の耐震性が不安） 
・児童館や高齢者の集いの場がない 
・地域を守ろうとする意識が低い 

 
 
 

構成団体 地区民協・公民館・支所・地区連絡協議会・日浦区長連合会 
  
主な取り組み 活動内容 

高齢者見守り活動 
独居高齢者に手作り弁当の配布や寝たきり及び認知症の方のお宅を訪
問しお見舞金を渡すなど、地区民協と協力し見守り活動を行っていま
す。 

世代間交流 小百合保育園の園児と地域の高齢者が歌や工作、一緒に昼食をとるな
どし、交流を深めています。 

健康講座 健康維持に関する話を聞くとともに、活動を通して地域の絆が深まり、
住みやすい地域づくりの推進になるよう開催しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■地区民協 
民生委員      
主任児童委員    

  

15名 
2名 

■町内会・自治会・区長会等 38団体 
■高齢クラブ 5クラブ 
■子ども会 8団体 

■まち協の設立 平成 28年度 ■自主防災組織 40組織 
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地区 
面 積：61.16km² 
人 口：8,846人（高齢化率 30.3％） 
世帯数：4,025世帯 

【地区の特色】 
湯山地区は、松山市街東部・石手川の流域に位置し、以前はのどかな農山村であったが急速な宅

地造成が進んでいる。また、石手川ダム上流の国道 317号線沿いに位置する日浦地区は、近年は
過疎化、高齢化が進んでいるが、石積みの棚田や彼岸花の自生する自然景観の美しい地域であり、
地域全体が一丸となって、ほたるの里づくりなど水源保全地区ならではの活動を続けている。 

 

たけのこ掘り 

 

夏休み将棋教室（８月） 
地域の将棋名人が湯山児童クラブの子どもたちに毎年夏休みを利

用して将棋を教えています。ここで将棋を学ぶ子や年々腕を上げる
子も多く、対局を楽しみにしています。将棋教室を通じて世代間の
交流が深まっています。 
 

 

湯山地区社会福祉協議会  

 

＜地区社協が目指すもの＞ 
 湯山地区は、松山市の水瓶となる石手川ダムがある地区で、石手川の流域に集落が点在するのど
かな農山村地域です。道後に隣接する地域では宅地造成等が進み、人口増加の傾向にありますが、
石手川ダム上流の日浦地区では特に少子高齢化や過疎化が進んでいます。 
 湯山地区では、地域住民の交流が図れるふれあい・いきいきサロン等を通じて、誰もが安全で安
心して暮らせる地域・環境づくりを目指しています。また、災害時の救援活動として行政や諸関係
機関・団体等と連携し、要支援者等の把握にも努めています。 
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道後に隣接するエリアから石手川ダム上流エリアまでと、40地区の中で一番面積の広い
湯山地区。高齢化や過疎化など、地区内の課題対応とともに、水源保全地区ということで、
広く松山のためにも活動を担っている地区です。ここでは、地域の伝統的な近所の助け合い
の仕組みとして「出合い」が残っている一方で、30年ほど前に生まれた新興住宅地におい
ても、顔を見ればどこの誰かがわかり、認知症の人を見守るコミュニティが育っています。
災害への不安は尽きないものです。自主防災組織数もまた 40地区で最多という強みをいか
し、現在検討を進めている防災および災害時の救援活動の対策を具体化させることで、住民
の不安軽減が期待できます。 


